
　混迷する現代において、キリスト教が語る「救い」とはいったい何を意味している
のでしょうか。ヘブライ的な「死者の復活」にせよ、ギリシア的な「霊魂の不滅」に近い
「永遠の生命」にせよ、あるいは「天国においていつまでも主イエスとともにあるこ
と」にせよ、いずれにしてもそれは「彼岸的」な「救済」を意味するのでしょうか。それ
ともその「救済」とは、むしろ「此岸的」な意味で、旧約聖書において典型的にそうであ
るように、現実の抑圧・困窮からの解放を意味するのか、あるいはこの世の「生」や「い
のち」の充実、本来的な自己実現、などを意味するのでしょうか。本公開講座では、神
学の各領域における「救い」についての理解の紹介と提言をなそうとします。

〈講座責任者〉　神学部長   青野  太潮

2009年5月11 日～7月6日の毎週月曜
各回 午後6時30分～8時
 ■5月11日（月）開講式 午後6時15分～6時30分
 ■7月 6 日（月）修了式 午後8時～8時15分

西南学院大学内
西南コミュニティーセンター 1階ホール

一般（高校生、学生、院生含む）

4月30日（木）まで
ただし、その前に定員に達した場合は、締め切らせていただきます。

100名
4，000円（高校生2，000円）［9回合計］

西南学院大学　学外連携推進室　　
〒814-8511 福岡市早良区西新6丁目 2－92
TEL：092(823)3232　FAX：092(823)3249　
メールアドレス  renkei@seinan-gu.ac.jp

【問い合わせ・申し込み先】
西南学院大学

【主　催】
受講申し込みについては裏面をごらんください。

ヘブライ語聖書／旧約聖書における
「救い」とは 神学部神学科 教授   小林　洋一

5月11日（月）第 1回

新約聖書における｢救い｣
─初期ユダヤ教、史的イエス、原始キリスト教─

神学部神学科 教授   須藤　伊知郎

5月18日（月）第 2回

パウロの「十字架の神学」における
｢救い｣とは 神学部神学科 教授   青野　太潮

5月25日（月）第 3回

｢死の舞踏｣の向こうに見える救い
神学部神学科 教授   片山　寛

6月 1 日（月）第 4回

6月 8 日（月）第 5回

教父は救いについて現代人に何を語るか
神学部神学科 教授（学長）   G.W. バークレー

バプテスマは天国へのパスポートではないのですか
─バプテストは救いをどう理解したか─

神学部神学科 准教授   金丸　英子

6月15日（月）第 6回

｢救い｣を｢生きる｣
─プロテスタンティズムと新・新宗教における
救済と倫理─

神学部神学科 教授（西南学院院長）   寺園　喜基

6月22日（月）第 7回

神学者カール・バルト（1886-1968）の
軌跡から垣間見る｢救い｣

神学部神学科 教授   天野　有

6月 29 日（月）第 8回

救い―「広がり」を与えること―
実践神学的アプローチ

神学部神学科 教授   松見　俊

7月 6 日（月）第 9回

開 講 期 間

時　　　間

会　　　場

受講対象者

応 募 期 限

定　　　員

受　講　料

西南学院大学　2009（平成21）年度　前期公開講座



現代における｢救い｣とは

「公開講座申し込み（救い）」
（なお、メールの場合も、申込受付確認の返信はいたしませんので、ご了承ください。）

電話 : ０９２−８２３−３２３２　(平日　午前９時〜午後５時)

e-mail:renkei@seinan-gu.ac.jp

４月上旬から


